
国有林野の管理経営

計画期間：平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日

北山・十津川森林計画区

第４次地域管理経営計画

近畿中国森林管理局

大峯奥駈道周辺の国有林
植物群落保護林

奈良県天川村 鳴川山国有林の植物群落保護林



国有林野事業では、全国に１５８ある森林計画区毎に、「地域管理経営計画」と、

「国有林野施業実施計画」を策定しています。

平成２２年度には、奈良県の南部に位置する北山・十津川森林計画区において、国有
林野の管理経営に関する基本的事項や国有林野の維持及び保存に関する事項、国民参加に
よる森林の整備に関する事項などについて、平成２３年度を始期とする５年間の計画を策
定しました。

以下に計画の概要を紹介します。

①地域管理経営計画とは
森林管理局長が、農林水産大臣の定める国有林野の管理経営に関する基本的な

計画に即して、流域を単位として定められた森林計画毎に、今後５年間を見通し
た管理経営の基本的事項を定める計画です。

②国有林野施業実施計画とは
地域管理経営計画に即して、森林管理局長が、箇所別（林小班単位）に、今後

５年間の伐採、更新等の保育及び林道、治山の事業量を定める計画です。

１ はじめに

〈 策定する２つの計画 〉

位置図

北山・十津川森林計画区は奈良県南部の５村、紀伊山地の中央部に位置し、国有林野

の面積は８,７４６ｈａで、熊野川上流部に分布しています。
一部の国有林は、吉野熊野国立公園や高野龍神国定公園に指定されており、自然環境

の維持及び保全への要請が高くなっています。
また、計画区内には世界文化遺産に指定された「紀伊山地の霊場と参詣道」の大峯奥

駈道や熊野古道（小辺路）があり、古くから修験者の訪れる神聖な地域とされています。

２ 北山・十津川森林計画区の特徴

国有林野

北山・十津川森林計画区の区域
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森林構成は、天然林が６８％、人工林が３２％です。
人工林の樹種は、スギ５９％、ヒノキ３１％、クヌギ８％、コナラ１％で、齢級配置

は５～１１齢級が９４％を占めています。

【人工林・天然林別の面積割合】 【人工林の齢級別面積】

機 能 類 型 区 分 面 積 目指すべき森林の姿

公

益

林

水土保全林
（７２％）

国土保全
タイプ

８２２ha
樹木の根が土壌に張り巡らされ、落葉層
が保たれ、下草の発達が良好な森林

水源かん養
タイプ

５,４７５
ha

隙間が多く雨水を吸収しやすい土壌を有
し、多様な樹種で構成される根や下草の
発達が良好な森林

森林と人と
の共生林
（２６％）

自然維持
タイプ

２,１１７
ha

原生的な森林生態系を保つ森林や、貴重
な動植物の生息・生育に適した森林

森林空間利
用タイプ

１５５
ha

優れた自然美を有する森林や、史跡・名
勝等と一体となって特色ある景観や歴史
的風致を構成する森林

資源の循環利用林
（２％）

１７７
ha

成長力が旺盛で優れた木材等の林産物の
生産に適し、林道等が整備された森林

森林の持つ多面的機能を総合的かつ高度に発揮させるため、下記の機能類型区分に応じ
た国有林野の管理経営を推進します。

３ 計画策定の考え方

（１）機能類型に応じた管理経営

齢級

森林の現況

面
積

（ha）

齢級（れいきゅう）とは？

森林の年齢を５年の幅で括ったものです。 人工林で
は、苗木を植栽した年を１年生とし、１～５年生を
１齢級、６～１０年生を２齢級と数えます。

なお、機能類型別面積は、「水土保全林」と「森林と人との共生林」の公益林の面積が
９８％を占めています。



（森林整備の推進）
① 地球温暖化防止森林吸収源対策を着実に推進するため、

約９３千m3（約７８０ha）の間伐を計画し、積極的に森林
整備を進めるとともに、間伐材の有効利用に努めます。

（貴重な森林の保護管理）
② 野生動植物の生育環境の保全等に配慮した管理経営を行
うため、植物群落保護林の面積を拡充します。

（災害の防止）
③ 災害防止に向け、土砂流出や崩壊を防止する治山施設の
設置と、保安林の整備を行います。

（２）計画策定のポイント

場所：天川村 地峯国有林
説明：大峯山系の弥山・八経ヶ岳から流れる弥山川の白川八丁

じ みね



第４次計画 第３次計画（前計画）

伐採総量
主 伐 １，１７３m3 ６４５m3

間 伐 ９３，４０７m3 ５７，４３５m3

更新総量
人工造林 － １．６２ha

天然更新 ３２．７７ha －

保 育

下 刈 ２．６１ha ４．８６ha

除 伐 － ３７．３３ha

枝 打 － １．８０ha

（１）主要事業

主伐は、高齢級のスギ・ヒノキ人工林が増加することを踏まえ、公益的機能との調和
に配慮し、主伐時期の多様化や長伐期化を図ります。
間伐・保育は、二酸化炭素の森林吸収量目標の達成及び多様な森林への誘導を図るた

め、森林施業の効率化・低コスト化を推進し、適切に実施します。
更新については、ニホンジカ等による造林木への被害を防ぐため、防護柵などの被害

対策を実施し、確実な更新を図ります。

○伐採、更新、保育の総量

伐採、更新、保育については、下表のとおり計画します。なお、主伐はすべて分収造
林契約に基づく伐採です。

場所：十津川村 広尾谷国有林
説明：主伐、天然更新を計画するシイタケ原

木用クヌギ分収造林地の様子です。

場所：野迫川村 荒神山国有林
説明：間伐を計画するスギ人工林です。ここ

では長伐期施業を行っています。

主伐計画 間伐計画

長伐期施業とは？
通常、主伐が行われる年齢（スギの場合４０年）のおお
むね２倍以上の年齢で主伐を行う森林施業の方法

の せ がわと つ がわ

３ 計画の概要



第４次計画 第３次計画（前計画）

林道事業
開 設 ４，５００m ４，８６０m

改 良 － １６１m

治山事業
保全施設 ３９箇所 １６箇所

保安林整備 ８．４１ha ２５４．０７ha

○林道、治山の事業

林道等の路網については、森林整備等を着実に実施するため、計画的に整備します。
治山事業は、「森林整備保全事業計画」に基づき、民有林治山事業との連携のもと

に、自然環境の保全に配慮した計画的な実施に努めます。
林道、治山の事業については、下表のとおり計画します。

場所：下北山村 池郷国有林
説明：林道法面の崩落を防止するため、高耐久

化処理木材を使用した木製校倉式用壁工
事の施工状況です。

治山施設 林道改良

木材利用の推進

「公共建築物等における木材の利用の促進に
関する法律」（平成22年10月施行）に基づ
き、林道・治山事業等の公共事業においても
木材の積極的な利用を図ります。

場所：野迫川村 伯母子国有林
説明：崩壊地に山腹工事を行った後の植生の

回復状況です。

お ば こ

いけごう



（２）国有林野の維持・保存

「森林と人との共生林」の自然維持タイプに区分している森林約2千haのうち、特
に保護を図るべき森林として、大峯山系の代表的な植物群落を保護するために、鳴川
山国有林に植物群落保護林を設定しています。

今計画では、保護林を約250ha（前計画：約114ha）に拡充し、モニタリング調査を
実施するなど、適切な保護管理に努めます。

○保護林

名 称 特 徴 等 第４次計画 第３次計画

鳴川山ウラジロモミ・コメツガ
植物群落保護林

大峯山系における代表
的なウラジロモミ・コ
メツガ天然林の保護

249.58ha
（拡充）

113.74ha

場所：天川村 鳴川山国有林
説明：世界文化遺産の大峯奥駈道から見た「鳴川山ウラジロモミ・コメツガ植物群落保護林」

です。常緑針葉樹と落葉広葉樹が混ざり合い、豊かな景観を形成しています。

生物多様性の確保のため、池沼、沢敷、
湧出地、草生地、懸崖地などを有する国有
林の保全に取り組みます。

また、森林巡視により、林野火災の防
止、森林病虫害や鳥獣被害の把握に努める
とともに、入林者マナーの啓発、境界の保
全を行います。

○生物多様性の確保、森林巡視

場所：天川村 鳴川山国有林
説明：グリーン・サポート・スタッフ

（森林保護員）による巡視の様子です。

なるかわやま



古くから神々が鎮まる特別な地域と考えられている紀伊山地は、山岳霊場と参詣道、
及び周囲を取り巻く文化的景観を有しており、世界文化遺産「紀伊山地の霊場と参詣
道」に指定されています。

そのうち、大峯奥駈道と熊野古道（小辺路）周辺の国有林約610haについて、文化的
景観を保全するため、世界文化遺産貢献の森林として引き続き設定し、風致に配慮した
保全管理を行います。

また、近年これらの参詣道は、森林散策等にも利用されることから、フィールドの整
備等によりその活動を推進します。

こ へ ち

○世界文化遺産貢献の森林

○巨樹巨木の保護

大峯奥駈道の「七十五靡き」と称す行場の

１つ「持経の宿」近くには、幹回り５ｍを超
す巨木、「持経千年桧」があり、古くから修
験者たちの御神木とされています。

近年樹幹の衰退度が大きくなっていること
から、十津川村の保全協議会と連携して適切
な保全に努めます。

なび

じきょう しゅく

場所：十津川村 白谷山国有林
説明：推定樹齢２００～２９９年の巨木で、

「森の巨人たち１００選」にも選定さ
れている「持経千年桧」です。

場所：天川村 鳴川山国有林
説明：初春の大峯奥駈道とその周辺の森林景観です。

も り

＜本冊子に関するお問合せ先＞
林野庁 近畿中国森林管理局 計画課 TEL 代表：050－3160－6700（内線3470）
林野庁 近畿中国森林管理局 奈良森林管理事務所 TEL 0742－53－1500

しらたにやま


	国有林野の管理経営
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

